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「春の黒沢を登る」　　
春の火打山は山スキーの人気エリアだ。高谷池を目指して黒
沢を登っていると、後続の山スキーヤーが列をなしていた。
標高を上げるにつれて背後に高妻山がせり上がってくる。好
天の春山は底抜けに明るく、ただただ気持ちよかった。

01　花、日本の固有種
04　連載　山を楽しむ写真講座　最終回

08　連載　白神便り
10　ふみあと 　新たなる地平へ

11　連載　子づれ山さんぽ
12　第 35 回総会報告
16　雪崩と風
18　積雪期登山事故防止の取り組みについて
19　山楽登山の世界
20　シリーズ　コロナ禍で登山環境はどう変わったのか
22　連載　アドベンチャー・トラベル
24　連載　山登りのための やさしい気象講座
26　連載　事故防止は仲間の知恵で

28　専門委員会活動報告

31　全国連盟の活動

32　マンガ　フゥフゥ ハァハァ  

33　インタビュー  ひと　田中純平さん＆タマ

34　連載　地図読み迷人

36　連載　会・クラブ紹介　かがりび山の会

38　ミニガイド　西上州　御荷鉾山／赤久縄山（群馬県）

39　筑井孝子のちょっと人物・物をうまく描こう 　／ 　あらかると

40　連載　山の自由帳
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